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１．はじめに  

 農業的土地利用による負荷の発生は必然の結果である。しかし現代社会においては，地

域・流域の環境保全という点から，農業が周辺地域に与える影響に配慮することが求めら

れている。本研究では，河川近傍の土地利用と河川水質の関係に注目し，河川周辺の農業

活動のあり方について検討した。  

２．調査  

 北海道十勝管内の７河川を対象に，14 観測地点

を設定し調査をおこなった。Fig.1 に調査流域図と

採水地点を示す。2000 年５月～2001 年 11 月の期

間中に，各点で約１ヵ月に１回程度，平水時に採

水した。分析項目は窒素に関する成分とし，分析

方法は JIS に準拠した。流量は流量観測の実測値

と量水標の値から H-Q 式を算定して求めた。流域

の土地利用，河川からの距離などに関する項目は，

国土地理院発行の数値地図と空中写真を用い，

GIS ソフトによって求めた。  
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 河川近傍の土地利用をあらわす指標として，各

河川の両岸 500m までの区間に対し，河川から距

離 50m，100m，･･･，500ｍ幅の区域を設定し，そ

の中の畑地率を用いた。ここではこの各幅の区域

を〔ｍ幅流域〕と称することとする。また，河川

の上下流観測点に挟まれる各区間の流入水の濃度

（ΔC）を，以下の式により算出した。  

ΔC=ΔL/（Qd-Qu）  

Lu=CuQu，Ld=CdQd，Ld－ Lu=ΔL 

ここで C：濃度，Q：流量，L：負荷であり，添字

u は上流，d は下流観測点のデータを示す。  

３．結果と考察  

 Fig.2 に各河川の〔ｍ幅流域〕ごとの畑地率を示す。これよ

したがい，畑地率が大きく増大する流域と，変化の小さい流域

大する流域は， No.1 と No.9 であり，これらの流域は河畔林が

化が小さい流域は大きく３つのグループに分類される。林地流
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Fig.1 調査地概要  
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流域（No.2，No.15），各河川の上流

域にあたり畑地率の極めて高い流域

（No.3,4,6, 8,11,14），林地が広く展

開する牧場内を流下する河川の流域

で，畑地率が 20～40％程度の流域

（No.5,7,10, 12,13），である。このよ

うに〔ｍ幅流域〕でみた土地利用の

変化は，河川方向への農地の展開を

示す指標となりうる。  

 〔ｍ幅流域〕の畑地面積率と区間流

入水の T-N 濃度（ΔC）の関係を Fig.3

に示す。これより，〔50ｍ幅流域〕と

の関係がもっとも相関が高く，〔ｍ

幅〕を広くとるにしたがい相関が弱

まっていく傾向にあることがわかる。

このことは，河川近傍の土地利用が，

流域全体の土地利用より河川水質に

与える影響の強いことを意味してい

る。またそれぞれの回帰直線を比較

すると，〔ｍ幅〕の拡大にともなって

ΔC が小さくなる回帰式を示す傾向

にある。すなわち，同じ畑地率でみ

たとき，〔ｍ幅流域〕が小さいほど，

ΔC が高濃度となることを示唆して

いる。  

Fig.2 河川からの距離と畑地率の関係  
Ratio of upland area against the distance from the river
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他のＮ成分についても同様の検討

をおこなった。その結果，NO3-N で

は， T-N と同様の傾向が確認された。

一方，NO2-N と NH4-N は，ほとんど

の地点で低濃度であり，周辺土地利用との間に明確な関係はみられなかった。  
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Fig.3 幅流域別の畑地率と T-N 濃度の関係  
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４．おわりに  

 本研究では，河川近傍の土地利用が河川水質に与える影響について検討した。その結果，

河川の T-N，NO３-N 濃度は，河川近傍の土地利用に影響を受けていることが明らかとなっ

た。したがって，流域環境の保全を考慮した土地利用としては，畑地の適正な施肥管理が

重要なのは当然ながら，河川周辺を河畔林として整備する，あるいは河川近傍の圃場での

施肥管理をきめ細かく行う，などの方策について検討する意義が認められた。  


